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＜概要＞ 

 現在市販されている止血剤において、フィブリン糊は

ウイルス感染の危険性が高く接着強度が弱い問題点

がある。また、ポリアミンアルデヒド系は血管閉塞等の

後遺障害の可能性や低分子アルデヒド類の高い神経・

組織障害性が指摘されており、決して満足できるもの

ではない。そこで、本研究では、微生物由来で側鎖グ

ルコースを持つ-1,3-グルカン（医薬品やサプリメント

としてこちらも安全性が確認されている）の側鎖グルコ

ースを過ヨウ素酸により選択的に酸化し、生分解性主

鎖を有するポリアルデヒドを作製した。そして、生分解

性ポリアミンと混合し得られたハイドロゲルは、ゲル強度のが高く、in vitro, in vivo （マウス、ラット、犬） 

においても低毒性で皮膚に対しても低刺激性であり、血液化学的にも安全で、炎症性も低いことが明らか

となった。動物出血モデルを用いた止血効果において有効性が確認された。 

 また、-1,3-グルカンとフェニルボロン酸ビニルポリマーの二成分からなる、グルコース濃度応答性イン

ジェクタブルハイドロゲル材料を開発し、生体内グルコース濃度に応答する癒着防止材の開発に成功し

た。 
 

＜アピールポイント＞ 

 ウイルス感染の危険性が無く、生体適合性が高く安全性・接着速度・強度に優れた高分子ハイドロゲル

止血剤・インジェクタブル癒着防止材の開発に成功した。 
 

＜利用・用途・応用分野＞ 

 医用止血剤・医用接着剤・止血用接着剤・創傷被覆材料・癒着防止材・細胞三次元培養用ゲル・薬物コ

ントロールリリース用ハイドロゲル・再生医療用組織補填剤／強化剤 
 

＜関連する知的財産権＞ 

 β-1,3-グルカン由来ポリアルデヒド／ポリアミンハイドロゲル、特許 5660781 号、大阪市立大学・ダイソ

ー株式会社 
 

＜関連するＵＲＬ＞ 

 http://www.bioa.eng.osaka-cu.ac.jp/bfc/ 

 

＜他分野に求めるニーズ＞ 

 共同開発企業を求めています。 
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